
梅雨の候、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

平素は、本市の紅花振興に対しまして格別な御高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、『最上川流域の紅花システム歴史と伝統がつなぐ山形の「最上紅花」』の世界農業遺産認定に

向けて、県内外に県花・紅花の歴史と魅力を幅広く発信し認知度を高めるとともに、関係者が連携して

本市独自の取り組みを展開しているところです。 

その取り組みの一つとして、高校生や大学生と連携し、様々なワークショップ活動を通じて、多くの

方々に紅花に関する体験事業を楽しんでいただきながら、その魅力を広げているところです。 

今回、7/1～31に開催する「最上川源流よねざわ紅花まつり」に向け、大山るり子先生（天童市）を講

師に迎え、紅花ペーパーフラワーを学ぶことになりました。 

この取り組みを通して、市内外の方々に米沢の紅花をより身近に感じていただき、さらには世界農業

遺産への認定を目指す機運を高めていくきっかけにしていきたいと考えています。 

つきましては、時節柄御多忙中のこととは存じますが、貴社の記事として掲載していただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

記 

１．日 時 令和６年６月２２日（土）9：00～12：00 

２．会 場 松川コミュニティセンター 

３．参加者 ボランティアサークル「ポプラ」 米沢女子短期大学生 

４．講 師 大山るり子氏（フラワー＆手づくりの店 私の部屋） 

※今回製作指導していただいた紅花ペーパーフラワーは、7/20 に開催する「紅花まつりメインイベン

ト日」において、大学生がペーパーフラワー体験ブースを設け、来場者の方に作り方を伝えていきます。

よねざわ紅花まつりに向けた 

大学生による新たな活動について 

～紅花ペーパーフラワーづくり～（取材依頼） 

令和６年６月２０日 

地域振興課地域振興担当 

電話 22-5111（内線 2804） 
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